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①ソフトパワー関係科目（クールジャパン領域） ③ソフトパワー関係科目（地域探究領域） ⑥情報科目

授 業 科 目 名 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ

日本の生活文化 1 2 ○ 1 2 ○ 情報処理概論 1 2 ○

遊戯文化史 1 2 ○ 1 2 ○ 情報リテラシーＡ 1 2 ○

まんが文化論 1 2 ○ 1 2 ○ 情報リテラシーＢ 1 2 ○

先端文化（ゲーム）論 1 2 ○ 1 2 ○ 情報活用Ａ 1 2 ○

アニメーション文化論 1 2 ○ 1 2 ○ 情報活用Ｂ 1 2 ○

映像文化論 1 2 ○ 1 2 ○ メディアリテラシー 1 2 ○

アートと経済 1 2 ○ 1 2 ○ 情報技術の発展 1 2 ○

ファッション文化論 1 2 ○ 1 2 ○ 情報とビジネス 1 2 ○

日本の衣・染織文化 1 1 ○ 1 2 ○ コンピュータシステムⅠ 2 2 ○

日本の華道 1 1 ○ 1 2 ○ コンピュータシステムⅡ 2 2 ○

日本の祭事 1 1 ○ 1 2 ○ デジタルメディアⅠ 2 2 ○

日本の住文化 1 1 ○ 1 2 ○ デジタルメディアⅡ 2 2 ○

日本の食文化 1 1 ○ プログラミングⅠ 2 2 ○

日本の茶道 1 1 ○ プログラミングⅡ 2 2 ○

地域文化事情Ａ 1 2 ○ ④ソフトパワー関係科目（教養基礎領域） ＷＥＢ情報デザインⅠ 2 2 ○

地域文化事情Ｂ 1 2 ○ 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ ＷＥＢ情報デザインⅡ 2 2 ○

地域文化事情Ｃ 1 2 ○ 1 2 ○ 情報ネットワークⅠ 2 2 ○

異文化比較論 1 2 ○ 1 2 ○ 情報ネットワークⅡ 2 2 ○

異文化コミュニケーション 1 2 ○ 1 2 ○ マルチメディア情報表現Ⅰ 2 2 ○

現代海外事情Ａ 1 2 ○ 1 2 ○ マルチメディア情報表現Ⅱ 2 2 ○

現代海外事情Ｂ 1 2 ○ 1 2 ○

現代海外事情Ｃ 1 2 ○ 1 2 ○

日本文化事情 1 2 ○ ※１ 1 2 ○ ⑦健康・スポーツ科目

1 2 ○ 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ

1 2 ○ 1 1 ○

②ソフトパワー関係科目（人間関係性領域） 1 2 ○ 1 1 ○

授 業 科 目 名 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ 1 2 ○ 1 2 ○

哲学Ⅰ 1 2 ○ 1 2 ○ 1 2 ○

哲学Ⅱ 1 2 ○ 1 2 ○ 1 2 ○

心理学Ⅰ 1 2 ○ 1 2 ○ 2 2 ○

心理学Ⅱ 1 2 ○ 1 2 ○ 1 2 ○

社会学概論 1 2 ○ 1 2 ○ 2 2 ○

社会福祉入門 1 2 ○ 1 2 ○

人間形成論Ⅰ 1 2 ○

人間形成論Ⅱ 1 2 ○

人権教育論Ⅰ 1 2 ○ ⑤語学科目 【副専攻科目で修得すべき最低単位数】

人権教育論Ⅱ 1 2 ○ 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ

情報社会と倫理 1 2 ○ 1 1 ★

環境論Ⅰ 1 2 ○ 1 1 ★

環境論Ⅱ 1 2 ○ 1 1 ★

倫理学Ⅰ 1 2 ○ 1 1 ★

倫理学Ⅱ 1 2 ○ 1 1 ○

人間社会とギャンブル 1 2 ○ 1 1 ○

犯罪学Ⅰ 1 2 ○ 1 1 ○ ※２

犯罪学Ⅱ 1 2 ○ 1 1 ○ ※２

生涯学習論 2 2 ○ 1 1 ○

ライフコース論Ⅰ 1 2 ○ 2 1 ○

ライフコース論Ⅱ 1 2 ○ 1 1 ○

現代社会論Ⅰ 1 2 ○ 1 1 ○

現代社会論Ⅱ 1 2 ○ 1 2 ○

社会心理学 1 2 ○ 1 2 ○

結婚と家族Ⅰ 1 2 ○ 2 2 ○

結婚と家族Ⅱ 1 2 ○ 1 2 ○

人間と宗教 1 2 ○ 1 1 ○

ストレスマネジメント 2 2 ○ 2 1 ○

芸術と人間 2 2 ○ 2 1 ○

社会調査統計学 2 2 ○ 2 1 ○

社会科学方法論 2 2 ○ 2 1 ○ ※１　認定留学生は必修

社会調査入門 1 2 ○ 1 1 ○ ※２　留学生は必修

社会調査法 1 2 ○ 1 1 ○ ※３　派遣留学生対象科目。ただし、「留学のための語学セミナーⅠ」

社会調査演習 3 4 ○ 1 2 ○ 　　　　「留学のための語学セミナーⅡ」は必修。

2 4 ○ ※３

2 4 ○ ※３

3 2 ○ ※３

⑧演習科目 ⑪専門科目 ⑫自由選択科目

授 業 科 目 名 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ

ゼミナールⅠＡ 1 2 ★ 人的資源管理論Ⅰ 2 2 ○ 商業史Ⅰ 1 2 ○

ゼミナールⅠＢ 1 2 ★ 人的資源管理論Ⅱ 2 2 ○ 商業史Ⅱ 1 2 ○

ゼミナールⅡ 2 4 ○ 生産管理論 3 2 ○ 流通論 2 2 ○

フィールドワークゼミナールⅡ 2 4 ○ 企業診断論 3 2 ○ 流通組織論 2 2 ○

ゼミナールⅢ 3 4 ○ 国際人的資源管理論 3 2 ○ 物流産業論 2 2 ○

フィールドワークゼミナールⅢ 3 4 ○ 経営倫理学 3 2 ○ 物流管理論 2 2 ○

ゼミナールⅣ 4 4 ○ 経営史Ⅰ 2 2 ○ サービス産業論 2 2 ○

フィールドワークゼミナールⅣ 4 4 ○ 経営史Ⅱ 2 2 ○ サービス経営論 2 2 ○

(1)ゼミⅠＡ・ⅠＢは必修。 経営学史 3 2 ○ マーケティング戦略論Ⅰ 2 2 ○

(2)ゼミⅡとＦＷゼミⅡはいずれか１科目を修得。 アントレプレナー（起業家）論 1 2 ○ マーケティング戦略論Ⅱ 2 2 ○

(3)ゼミⅢとＦＷゼミⅢはいずれか１科目を修得。 経営リーダーシップ論 2 2 ○ 消費者行動論 3 2 ○

(1)～(3)科目を修得できなかった場合、代わりに下記のとおり 中小企業論Ⅰ 3 2 ○ 商業経営論Ⅰ 3 2 ○

必要な科目を修得しなければなりません。 中小企業論Ⅱ 3 2 ○ 商業経営論Ⅱ 3 2 ○

　ゼミⅠＡまたはゼミⅠＢを修得できなかった場合 中小企業政策論 3 2 ○ アジア経済論Ⅰ 3 2 ○

　　　→⑩基幹科目を２単位多く修得 マネジメント･ゲーム 3 2 ○ アジア経済論Ⅱ 3 2 ○

　ゼミⅠＡとゼミⅠＢの両方を修得できなかった場合 地域社会と中小企業 3 2 ○ 中国経済論Ⅰ 3 2 ○

　　　→⑩基幹科目を４単位多く修得 地域産業振興論 3 2 ○ 中国経済論Ⅱ 3 2 ○

　ゼミⅡまたはＦＷゼミⅡを修得できなかった場合 産業社会の変遷 3 2 ○ ＥＵ経済史Ⅰ 3 2 ○

　　　→⑪専門科目を４単位多く修得 産業社会における就業の現状 3 2 ○ ＥＵ経済史Ⅱ 3 2 ○

　ゼミⅢまたはＦＷゼミⅢを修得できなかった場合 コンピュータ会計概論 2 2 ○ アメリカ経済論Ⅰ 3 2 ○

　　　→⑪専門科目を４単位多く修得 コンピュータ会計処理論 2 2 ○ アメリカ経済論Ⅱ 3 2 ○

(4)ゼミⅣまたはＦＷゼミⅣを修得した場合は、⑪専門科目の ビジネス数学概論 2 4 ○ 中近東アフリカ経済史 3 2 ○

単位として計算。 管理会計論Ⅰ 3 2 ○ 現代ロシア経済論 3 2 ○

管理会計論Ⅱ 3 2 ○ ミクロ経済学入門 1 2 ○

⑨基礎科目 財務会計論Ⅰ 3 2 ○ マクロ経済学入門 1 2 ○

授 業 科 目 名 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ 財務会計論Ⅱ 3 2 ○ 現代経済Ⅰ 1 2 ○

経営学概論Ⅰ 1 2 ★ 原価計算論Ⅰ 3 2 ○ 現代経済Ⅱ 1 2 ○

経営学概論Ⅱ 1 2 ★ 原価計算論Ⅱ 3 2 ○ ミクロ経済学 2 4 ○

簿記論 1 2 ★ 監査論Ⅰ 3 2 ○ 経済統計学 2 4 ○

財務諸表の基礎 1 2 ★ 監査論Ⅱ 3 2 ○ 計量経済学 2 4 ○

経営情報概論Ⅰ 1 2 ★ 国際会計論 3 2 ○ 産業組織論Ⅰ 2 2 ○

経営情報概論Ⅱ 1 2 ★ 英文会計 3 2 ○ 産業組織論Ⅱ 2 2 ○

税法概論 2 2 ○ 国際経済学Ⅰ 2 2 ○

税務会計論Ⅰ 3 2 ○ 国際経済学Ⅱ 2 2 ○

税務会計論Ⅱ 3 2 ○ 中小企業金融 3 2 ○

経営分析論Ⅰ 3 2 ○ 法学特講Ａ 1 2 ○

⑩基幹科目 経営分析論Ⅱ 3 2 ○ 法学特講Ｂ 1 2 ○

授 業 科 目 名 配当 単位 必選 ﾁｪｯｸ インターネットとビジネス 2 2 ○ 総合教養Ａ 1 2 ○

経営管理論Ⅰ 2 2 ○ 経営科学Ⅰ 2 2 ○ 総合教養Ｂ 1 2 ○

経営管理論Ⅱ 2 2 ○ 経営科学Ⅱ 2 2 ○ 総合教養Ｃ 1 2 ○

経営戦略論Ⅰ 2 2 ○ 経営統計論Ⅰ 2 2 ○ 総合教養Ｄ 1 2 ○

経営戦略論Ⅱ 2 2 ○ 経営統計論Ⅱ 2 2 ○ 総合教養Ｅ 1 2 ○

経営組織論Ⅰ 2 2 ○ 経営情報処理論Ａ－Ⅰ 2 2 ○ 総合教養Ｆ 1 2 ○

経営組織論Ⅱ 2 2 ○ 経営情報処理論Ａ－Ⅱ 2 2 ○ 経済学特講Ａ 3 4 ○

国際経営論Ⅰ 2 2 ○ 経営情報処理論Ｂ－Ⅰ 3 2 ○ 経済学特講Ｂ 3 4 ○

国際経営論Ⅱ 2 2 ○ 経営情報処理論Ｂ－Ⅱ 3 2 ○ 民法特講Ａ 2 4 ○

経営財務管理総論 2 2 ○ ビジネス情報システムⅡＡ 2 2 ○ 民法特講Ｂ 2 4 ○

経営財務管理各論 2 2 ○ ビジネス情報システムⅡＢ 2 2 ○ 地域連携教育活動 2 2 ○

会社会計論Ⅰ 2 2 ○ コラボレーションコンピューティング 3 2 ○ 社会科概説 3 2 ○

会社会計論Ⅱ 2 2 ○ 債権法総論 2 2 ○ 商業科概説 3 2 ○

工業簿記論Ⅰ 2 2 ○ 債権法各論 2 2 ○ キャリアデザイン入門 1 2 ○

工業簿記論Ⅱ 2 2 ○ 商法（会社総論） 3 2 ○ キャリアデザイン応用 2 2 ○

経営情報論Ⅰ 2 2 ○ 商法（会社各論） 3 2 ○ オフィスコンピューティングⅠ 2 2 ○

経営情報論Ⅱ 2 2 ○ 企業法（組織法） 3 2 ○ オフィスコンピューティングⅡ 2 2 ○

ビジネス情報システムⅠＡ 2 2 ○ 企業法（行為法） 3 2 ○ 　８単位以上修得

ビジネス情報システムⅠＢ 2 2 ○ 経営学特殊講義Ⅰ 3 2 ○ 　ただし、①～⑦で合計46単位を超えて修得した単位及び⑩、⑪で

ビジネス・プログラミングⅠ 2 2 ○ 経営学特殊講義Ⅱ 3 2 ○ 　必要以上に修得した単位も自由選択科目の単位として計算することが

ビジネス・プログラミングⅡ 2 2 ○ 経営学特殊講義Ⅲ 3 2 ○ 　できます。

民法総則 2 2 ○ 商学概論Ⅰ 1 2 ○

物権法 2 2 ○ 商学概論Ⅱ 1 2 ○

商法（商取引法Ⅰ） 2 2 ○ 公共経営論 1 2 ○

商法（商取引法Ⅱ） 2 2 ○ 国際開発論基礎 2 2 ○

　２０単位以上を修得 国際開発論応用 2 2 ○

　ゼミⅠＡまたはゼミⅠＢを修得できなかった場合は、 グローバル経済と日本Ａ 3 2 ○

　２２単位以上を修得しなければなりません。 グローバル経済と日本Ｂ 3 2 ○

　ゼミⅠＡとゼミⅠＢの両方を修得できなかった場合は、 国際取引法の基礎 3 2 ○

　２４単位以上を修得しなければなりません。 国際取引法の応用 3 2 ○

知的財産制度 3 2 ○

　２６単位以上を修得

　⑧演習科目の下記科目を修得できなかった場合、代わりに下記のとおり

　必要な単位数を修得しなければなりません。

　　ゼミⅡまたはＦＷゼミⅡを修得できなかった場合 →３０単位以上を修得 　ゼミⅡ･･･ゼミナールⅡ

　　ゼミⅢまたはFWゼミⅢを修得できなかった場合　→３０単位以上を修得 　ゼミⅢ･･･ゼミナールⅢ

　　ゼミⅡとゼミⅢの両方を修得できなかった場合　 →３４単位以上を修得 　ゼミⅣ･･･ゼミナールⅣ

　　（ＦＷゼミⅡとＦＷゼミⅢの両方を修得できなかった場合も上記同様） 　ＦＷゼミⅡ･･･フィールドワークゼミナールⅡ

　ただし⑧演習科目のゼミⅣまたはＦＷゼミⅣを修得した場合は、 　ＦＷゼミⅢ･･･フィールドワークゼミナールⅢ

　専門科目の単位として計算します。 　ＦＷゼミⅣ･･･フィールドワークゼミナールⅣ
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８単位以上修得

　ゼミⅠＡ･･･ゼミナールⅠＡ

　ゼミⅠＢ･･･ゼミナールⅠＢ

ビジネス・インターンシップ 3 2 ○

授 業 科 目 名

基
礎
領
域

日本語ⅡＡ

中国語コミュニケーション

留学のための語学セミナーⅠ

ハングル入門

日本語ⅡＢ

ＣＡＬＬⅠ

中国語ⅡＢ

中国語ⅡＡ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅠ

ビジネスイングリッシュ

英語ⅠＢ

英語ⅠＡ

英語ⅡＢ

英語ⅡＡ

小計

法学Ⅱ（日本国憲法含）

政治学

授 業 科 目 名国際政治学

法学Ⅰ（法学基礎）

中国語ⅠＢ

中国語ⅠＡ

地理学Ⅰ

スポーツ実習Ⅱ地理学Ⅱ

生涯スポーツ論Ⅰ数学入門

スポーツ実習Ⅰ

４単位以上修得

数学（線形代数）Ⅰ

健康心理学数学（線形代数）Ⅱ

健康と運動の心理学数学（微分積分）Ⅰ

食と運動数学（微分積分）Ⅱ

スポーツコンディショニング演習統計学Ⅰ

総合経営学部　経営学科　科目表　（平成３０年度～令和３年度入学生用）

授 業 科 目 名 授 業 科 目 名

地域探究論

情
報
基
礎
領
域

地域探究実践Ⅰ

地域探究実践Ⅱ

地域探究実践Ⅲ

地域探究特殊講義

地域連携史Ⅰ

地域連携史Ⅱ

地域連携史Ⅲ

大阪の歴史と文化Ⅰ

情
報
応
用
領
域

大阪の歴史と文化Ⅱ

浪花のコミュニケーションⅠ

浪花のコミュニケーションⅡ

４単位以上修得

授 業 科 目 名

世界史Ⅰ

４単位

世界史Ⅱ

日本史Ⅰ

日本史Ⅱ

４単位以上修得

４単位以上修得統計学Ⅱ

生涯スポーツ論Ⅱ

科目・領域
それぞれの

科目・領域から
副専攻科目
全体から

日本語ⅠＢ

日本語ⅠＡ

英語で読む・書くⅡ

英語で読む・書くⅠ

資格英語Ⅱ

６単位以上修得

３４単位 １２単位

副専攻科目①～⑦の合計 ４６単位

授 業 科 目 名

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

関
係
科
目

①クールジャパン領域 ６単位

どの科目・領域か
らでもよい

②人間関係性領域 ８単位

③地域探究領域 ４単位

④教養基礎領域 ４単位

⑤語学科目（基礎領域・実践領域） ４単位

⑥情報科目（情報基礎領域・情報応用領域） ４単位

⑦健康・スポーツ科目

資格英語Ⅰ

ＣＡＬＬⅡ

英語で読む・書くⅢ（経済・経営）


